















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図４＿)|i(ﾉー■■■■ ● 、●、 現佐川町境界旧佐Ⅱ１町境界明治36年の調査大正５年の調査 九四
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ハ、全く甲部の回復を目的として諸君とＬも一一斡旋せし一一あ
らすや、然一一鉄道布設の為一一一部の利害を眼中二置き、紛争
軋
礫
平
和
を
傷
り
、
幸
福
を
欠
き
て
顧
み
さ
る
か
如
き
の
失
態
を
演
す
る二至りてハ、’’一一口語一一絶するもの｜一して、所謂蝸牛角上の争
と
看
な
さ
出
る
を
得
す
、
痛
恨
二
堪
へ
さ
る
也
、
予
而
ハ
光
顕
の
想
ふ
二
、
鉄
道
全
通
の
暁
ニ
ハ
再
た
ひ
故
郷
二
帰
り
、
｜
堂
の
上
一
一
諸
君
と
相
会
し
、
大
盃
を
挙
け
て
佐
川
町
将
来
の
幸
福
を
祝
し
、
恭
し
く
帝
室
の万々歳を頌し奉らむものをと、然一一今や全く予期一一反し、
南
線
一
一
決
定
せ
さ
り
し
を
悔
む
に
至
ら
し
む
、
諸
君
以
て
如
何
と
為
す
、
弦
一
一
至
て
熱
涙
湧
佗
、
筆
を
弛
て
大
息
す
る
の
み
大
正
五
年
十
二
月
八
日
田
中
光
顕
佐
川
町
長
・
同
助
役
・
同
町
会
議
員
以
上
諸
君
御
中
口
田
中
光
顕
書
簡
大
正
六
年
要
件
の
み
申
進
候
、
数
回
之
貴
電
及
尊
翰
ヲ
以
停
車
場
位
置
之
事
御
申
越
相
成
、
委
細
敬
承
、
先
以
富
田
双
川
氏
一
一
嘱
シ
杉
浦
局
長
へ
面
談
為
し
致
候
虚
、
別
帯
之
通
り
申
来
候
、
尚
又
明
朝
五
時
発
ニ
テ
沢
本
氏
ヲ
当
地
へ
差
越
候
筈
二
有
し
之
候
二
付
、
委
細
承
り
可
し
申
と
相
待
居
申
候
、
尤
も
小
生
方
も
今
朝
電
信
ヲ
以
、
後
藤
総
裁
及
杉
浦
局
長
両
氏
へ
左
之
意
味
之
事
申
遣
シ
置
候
佐川町停車場の事、甲部付近一一御決定ヲ切一一願う、万一乙
部
一
一
御
決
定
ノ
傾
キ
ア
ラ
バ
、
御
内
報
ヲ
煩
ハ
ス
、
光
顕
早
速
出
京
之
上
拝
顔
ヲ
得
、
事
情
十
分
申
上
ル
故
、
夫
レ
迄
ハ
乙
部
一
一
御
決
定
不二相成一様
国
有
鉄
道
高
知
線
の
ル
ー
ト
の
問
題
と
国
策
（
松
岡
）
右
二
対
シ
、
杉
浦
ら
別
需
之
通
り
返
電
唯
今
到
来
候
間
、
入
二
御
覧
一
申
候、尚明日沢本一一面会之上要旨可二申上一候也
一
月
廿
二
日
夜
光
顕
川
田
・
竹
村
両
賢
台
坐
下
外
諸
賢
へ
よ
ろ
し
く
御
伝
言
被
レ
下
度
候
事
日
富
田
幸
次
郎
書
簡
大
正
六
年
□
啓
、
御
発
送
の
書
留
郵
便
今
朝
拝
受
仕
候
、
又
沢
本
を
以
て
御
下
命
之
件
ハ
、
本
日
杉
浦
氏
一
一
面
談
、
能
く
交
渉
を
遂
け
置
き
候
、
併
し
元
来
北
線
撰
択
の
理
由
ハ
、
松
山
線
分
岐
の
場
合
一
一
重
き
を
措
け
る
も
の
に
て
、
若
し
他
日
同
線
布
設
の
際
分
岐
点
を
佐
川
に
定
む
る
と
せ
ば
、
停
車
場
ハ
町
部
一
一
近
接
せ
し
め
さ
る
を
利
と
す
、
是
れ
鉄
道
院
が
郷
部
停
車
場
方
針
を
執
れ
る
所
以
一
一
候
、
乍
レ
併
閣
下
之
熱
心
な
る
御
希
望
一一も有し之候事ゆへ、町部一一変更決定する様相談致置候、斯
く
決
す
る
も
差
し
て
不
都
合
有
し
之
間
敷
候
得
（
、
御
安
心
被
し
下
候
而
宜
敷
歎
と
存
候
、
右
得
二
貴
意
一
度
頓
首
ノ
ー
富
田
一月廿一日
田
中
伯
爵
閣
下
二
伸
、
院
議
決
定
ハ
本
月
中
二
致
候
筈
也
、
技
師
ハ
来
る
廿
六
七
日
頃
帰
京
之
趣
囚
田
中
光
顕
書
簡
大
正
六
年
後
藤
鉄
道
院
総
裁
之
手
帯
差
出
申
候
、
外
一
一
田
村
全
宣
之
書
状
も
同
封
差
出
申
候
、
先
ノ
ー
｜
安
心
致
申
候
、
｜
言
甲
部
諸
君
一
一
申
述
度
ハ
他
一
一
あ
ら
す
、
成
る
丈
け
勝
利
ヲ
誇
ら
す
、
乙
部
ニ
対
し
十
分
謙
譲
之
態
度一一出て将来悪感情を惹起せさる様一一、千万御注意有し之度
一九五
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老
婆
心
申
進
候
、
書
外
は
後
便
勿
々
頓
首
不
具
一
月
廿
六
日
光
顕
田
村
・
川
田
・
竹
村
・
高
根
・
竹
村
・
浜
口
、
外
諸
君
坐
下
田
後
藤
新
平
書
簡
大
正
六
年
拝
啓
、
萌
寒
之
候
愈
御
清
栄
之
条
奉
二
慶
賀
一
候
、
然
者
先
般
来
御
話
有
し
之
候
佐
川
停
車
場
位
置
之
件
ハ
、
其
後
種
々
調
査
之
結
果
、
尊
台
御
希
望
一
一
副
ひ
候
事
二
院
議
決
定
致
候
間
、
此
殿
御
了
承
被
二
成
下
一
度
、
右
不
二
取
敢
一
御
内
披
申
上
侯
、
書
外
拝
眉
万
纏
可
二
申
上
一
候
、
敬
具
一月二十五日
後
藤
新
平
田
中
伯
爵
閣
下
内
杉
浦
宗
三
郎
書
簡
大
正
六
年
謹
啓
、
厳
寒
之
候
倍
御
清
適
奉
二
敬
賀
一
候
、
旧
臘
ハ
態
々
茅
屋
御
柾
駕
を
恭
ふ
し
、
恐
縮
至
極
に
奉
レ
存
候
、
其
剛
御
談
示
之
件
ハ
御
希
望
に
副ふ事に総裁決裁を得、既に総裁より御報申上［ⅡⅡＵ有し之
候
故
、
迂
士
よ
り
ハ
別
段
之
御
通
知
不
二
申
上
一
候
虚
、
態
々
御
謝
宅
を
玉ハリ恐縮至極に奉レ存候、先ハ乍二失礼一以二書中一右御挨拶
迄
如
レ
此
に
御
座
候
、
頓
首
一月廿六日
杉
浦
宗
三
郎
田
中
伯
爵
閣
下
旧
田
中
光
顕
書
簡
大
正
六
年
拝
見
、
春
闘
万
人
之
候
各
位
益
御
多
祥
恭
賀
不
斜
候
、
陳
ハ
無
二
存
懸
一
見
事
之
料
需
硯
函
、
特
別
ニ
御
調
整
之
上
御
恵
贈
を
菱
り
、
御
厚
意
之
程幾重も辱く感偏仕候、停車場之事ハ市街附近一一設置相成候
法
政
史
学
第
四
十
六
号
事
ハ
当
然
之
儀
一
一
有
し
之
候
、
何
も
微
力
之
与
か
り
候
次
第
ニ
ハ
無
し
之
候
虚
、
御
町
障
之
御
仕
向
け
一
一
預
か
り
恐
縮
不
し
少
候
、
不
二
取
敢
一
御
礼
申
上
度
呈
一
二
書
一
候
、
勿
々
頓
首
拝
具
六
年
五
月
三
日
田
中
光
顕
佐
川
市
街
部
有
志
惣
代
川
田
豊
太
郎
殿
・
竹
村
貞
次
郎
殿
・
竹
村
源
十
郎
殿
・
高
根
因
平
殿
・
金
子
丑
太
郎
殿
・
竹
村
安
右
衛
門
殿
・
横
川
弥
太
郎
殿
・
西
田
鎌
太
郎
殿
佐
川
町
は
藩
政
期
、
｜
万
石
を
知
行
す
る
土
佐
藩
筆
頭
家
老
深
尾
氏
の
土
居
町
で
あ
っ
た
。
維
新
と
共
に
土
居
は
崩
壊
し
、
禄
を
失
っ
た
家
臣
も
佐
川
を
去
る
。
そ
の
土
居
の
所
在
地
が
図
４
の
甲
部
地
区
に
あ
っ
た
。
維
新
の
功
臣
で
あ
る
田
中
に
と
っ
て
甲
部
の
衰
退
は
己
の
身
を
削
ら
れ
る
よ
う
に
つ
ら
く
、
た
め
に
高
知
線
敷
設
に
あ
た
り
佐
川
ル
ー
ト
実
現
の
た
め
懸
命
に
奔
走
し
た
の
で
あ
る
。
停
車
場
設
置
は
そ
の
甲
部
挽
回
策
の
象
徴
と
も
い
え
た
。
田
中
は
乙
部
に
停
車
場
を
設
け
よ
う
と
す
る
人
々
を
、
｜
部
の
利
害
を
眼
中
に
置
く
者
と
し
か
見
な
か
っ
た
。
田
中
は
こ
の
主
張
を
書
簡
Ｈ
の
通
り
佐
川
町
長
以
下
公
職
の
者
に
強
く
迫
っ
た
の
で
あ
る
。
書
簡
口
の
宛
先
川
田
・
竹
村
の
両
名
は
、
そ
の
甲
部
を
代
表
す
る
運
動
家
で
あ
っ
た
。
田
中
は
両
名
の
陳
情
に
沿
い
、
富
田
幸
次
郎
衆
議
院
議
員
を
使
っ
て
鉄
道
院
工
務
局
長
杉
浦
宗
三
郎
に
談
判
し
、
更
に
自
ら
総
裁
後
藤
新
平
と
杉
浦
両
名
へ
、
電
信
を
も
っ
て
甲
部
設
置
を
強
引
に
迫
っ
た
。
日
は
対
す
る
鉄
道
院
の
基
本
的
な
考
え
方
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
北
線
選
択
の
理
由
が
松
山
分
岐
を
想
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
広
大
な
敷
地
を
要
す
る
そ
の
停
車
場
は
、
用
地
の
確
保
し
易
い
郷
部
す
な
わ
ち
乙
部
が
最
良
で
あ
っ
た
。
田
㈹
は
に
も
か
か
わ
ら
一
九
六
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概
略
次
の
如
き
が
判
明
し
た
。
本
論
は
鉄
道
主
管
省
（
院
）
の
最
高
責
任
者
と
宮
内
大
臣
の
要
職
に
あ
っ
た
田
中
光
顕
の
書
簡
を
中
心
に
、
現
在
ま
で
殆
ど
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
、
高
知
鉄
道
高
知
・
須
崎
間
の
ル
ー
ト
決
定
の
解
明
を
試
み
た
も
の
で
、
ず鉄道院が田中の熱意と圧力に屈したことを示し、囚恂の宛先に
明
治
三
十
六
年
時
の
堀
見
の
名
が
見
ら
れ
な
い
の
は
、
堀
見
が
乙
部
を
代
表
す
る
運
動
家
で
、
田
中
が
意
図
的
に
こ
の
堀
見
と
甲
部
有
力
者
を
使
い
分
け
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
Ｈ
官
設
鉄
道
四
国
線
の
第
一
期
線
が
実
現
せ
ず
、
私
鉄
敷
設
が
徳
島
鉄
道
と
の
将
来
合
併
を
含
み
と
し
て
許
可
さ
れ
た
が
、
国
内
の
金
融
逼
迫
の
影
響
を
受
け
挫
折
し
た
。
口
政
府
の
線
路
調
査
表
に
示
さ
れ
た
高
知
・
須
崎
間
は
、
伊
土
線
と
の
か
ら
み
を
も
っ
て
略
三
角
形
の
如
き
採
択
・
比
較
線
を
示
し
、
激
し
い
路
線
争
い
が
展
開
さ
れ
、
佐
川
は
県
全
体
の
運
動
に
加
わ
る
か
た
わ
ら
、
関
係
町
村
と
計
っ
て
田
中
の
支
援
を
得
て
佐
川
へ
の
敷
設
を
進
め
た。
日
政
府
に
は
伊
土
線
の
構
想
が
可
能
性
と
し
て
常
に
あ
っ
た
た
め
、
高
知
・
佐
川
・
須
崎
の
ル
ー
ト
が
最
も
妥
当
で
あ
り
、
こ
の
点
田
中
と
も
利害が一致した。
囚
佐
川
町
内
は
、
国
と
堀
見
が
松
山
線
分
岐
の
た
め
と
乙
部
発
展
の
た
め
郷
部
停
車
場
を
主
張
し
、
堀
見
は
ル
ー
ト
に
お
い
て
も
乙
部
通
過
を
要請したが、田中は甲部復興を主眼に総力をあげて甲部停車
五
結国有鉄道高知線のルートの問題と国策（松岡）
場を実現させた。
大
正
六
年
六
月
高
知
建
設
事
務
所
が
置
か
れ
、
十
三
年
二
月
最
初
の
区
間
須
崎
・
日
下
間
が
開
通
す
る
。
し
か
し
そ
の
線
は
佐
川
町
内
の
場
合
、
図
４
の
よ
う
に
如
何
に
も
無
理
な
Ｓ
字
形
路
線
と
な
っ
て
い
る
。
特
急
の
停
車
し
な
い
乙
部
西
佐
川
駅
が
三
番
ホ
ー
ム
ま
で
有
す
る
の
は
松
山
分
岐
の
た
め
で
あったろうし、近年まで単線のみだった甲部佐川駅に特急が停車
するのは田中の停車場強要以来の余波だろう。現在のＳ字形路線
となったのは、この二駅設置の必要からきたためと久しく一一一一口われ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ま
だ
史
料
を
見
な
い
。
註（１）鉄道省『日本鉄道史上篇』（大正十年刊）三九○頁。
（２）同右、三九一頁。
（３）同右、九五八頁。
（４）一巻は「晩成の巻」と題する鉄道関係書簡集で、｜巻は関連書状
一通のみを収める書簡集。
（５）「高知毎日新聞明治二十九年一月五日号附録」（『皆山集第十巻』
〈高知県立図書館、昭和五十三年刊〉七三二頁所収）。
（６）高知県編『高知県史近代編』（高知県文教協会、昭和四十五年
刊）五○○頁。
（７）以上（５）に同じ。
（８）鉄道省『日本鉄道史中篇』（大正十年刊）六八八頁。
（９）同右、二～二○頁。
（川）同石、四二～四六頁。
（Ⅱ）西村亀太郎編『佐川町誌』（佐川町自治会、大正八年刊）二六四
一九七
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（
Ⅳ
）
高
知
県
編
『
刊）五○三頁。
（旧）（旧）に同じ。
（旧）（Ⅳ）に同じ。
（卯）（旧）に同じ。
（Ⅲ）（旧）に同じ。
（
犯
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（ｕ）伊藤正徳編『加藤高明』上巻（加藤伯伝記編纂委員会、昭和四年
刊）五六六～五七○頁。
（旧）鉄道省『日本鉄道史下篇』（大正十年刊）’五五頁。
（旧）西村亀太郎編『佐川町誌』（佐川町自治会、大正八年刊）二六五
頁。
（皿）同右、二六五頁。
（旧）本線が、阿士線でなく、伊士線との比較線である可能性は留保し
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